
13 「チームオレンジとよはし」をご存知ですか？～やってみたいこと､続けたいこと､一人じゃできなくてもみんなで一緒に楽しみませんか～

認知症があっても住み慣れた地域で自分の「やってみたい」「こうしたい」という思いを
言うことができ、それを地域の人も応援し、一緒にできる豊橋を目指しています！

ン ジレオムーチ の 声へしはよと

14 ご家族の方へ

ご本人が忘れる事、できない事があると、ご家族はつい声を荒げてしまうかもしれません。
しかし、思う様にできない事で一番辛いのは本人です。忘れた事を無理に覚え込まされたり、で
きない事を学習させられる事はとても苦痛です。そして家にいるのが嫌になり、出ていく、暴力
や大声を出すなどの行動につながります。対応方法は個々で違います。困ったら医師、看護師、
介護士に相談してください。

医師からのメッセージ

●本人の話を聞き、間違いがあっても否定しないで受け入れましょう。
●本人のできない事は学習させず、よほど困らない限り本人にやってもらいましょう。でき
ない時には一緒に手伝いましょう。
●うまくできた時は、褒めましょう。褒められると、脳内にホルモン（ドーパミン）が出て、認知
症の進行を予防します。

本人の行動、訴え 家族の対応

「誰かが家に入ってきた。
泥棒だ」 本人を別室に避難後「追っ払っておくからね。今逃げていったよ。」

食事も薬も飲んだ後「食事
ちょうだい、薬ちょうだい」

食べ残しのお皿を見せる、薬の空き袋を見せる。
「今作っているから待っててね。」と気をまぎらわせ一定時間待つ。

失禁や不潔行動
叱責は逆効果。生活リズムを見てトイレに誘導したり、それとなく着替えを誘
導する。

腹を立てて攻撃的 平静を保ち上手に話題を変えて注意を別にそらす。一定時間待つ。

黒川玲子（著） 海竜社

認知星人じーじ
「楽しむ介護」実践日誌

すおの私 本のめす

地域でお互いに支えあい、地域で生活をしていくことができることを目的に「チームオレン
ジ」は発足しました。認知症のご本人やご家族の思いを聴き、その思いに沿った活動を行っています。

チームオレンジとは？

ゴルフがしたい

チームオレンジメンバーが本人のやりたいことを一緒に楽しむことで本人の笑顔が増え、人と
話すことや外に出ることを楽しみにするようになった｡本人が笑顔になることで私たち家族も
笑顔が増えている｡（ご家族から）

一人だとあきらめていたことも、チームオレンジがいれば、安心してできる。自分ができることを
やれることが、本当にうれしい。（本人）

チームオレンジメンバーと一緒に活動する中で以前に比べると、安心している様子がある。
（担当ケアマネジャーから）

チームオレンジメンバーとおしゃべりしたことがとても楽しかったようで、帰ってからもご機嫌
だった。（ご家族から）

編み物がしたい 散歩がしたい
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◉同じ立場で、ともに考え、支え合える仲間がいます

なごみ会
総合福祉センター
あいトピア

つつじ会
つつじが丘
地域福祉センター

ほいっぷ会
ほいっぷ
（保健所・保健センター）

三河ブロック
「わの会」 豊橋商工会議所

毎月第１火曜日
（時に変更あり）
13：30～15：00

毎月第２水曜日
（時に変更あり）
１０：00～12：00

毎月第２木曜日
（時に変更あり）
１０：00～12：00

毎月第１土曜日
（時に変更あり）
13：30～16：30

豊橋市中央
地域包括支援センター
☎54-7170

豊橋市東部
地域包括支援センター
☎64-6666

豊橋市南部
地域包括支援センター
☎25-7100

（公社）認知症の人と家族の会
愛知県支部
☎0562-33-7048
1人５００円／１回

グループ名 開催場所開催日 問合せ先

介 護族家症知認 会流交者

認知症のご家族がおられる同じ立場の皆さんと日頃の苦労や困っていること等をお話し、気持ちを分か
ち合うことで心身のリフレッシュを図ります。
毎回参加できなくても、都合のよい時に参加していただければ結構です。

年3回開催予定。詳細は広報とよはしをご覧ください。 長寿介護課
☎51-2338

開催日・開催場所 問合せ先

会談座症知認

日常生活のお悩みを話し、専門医から具体的なアドバイスを受けることができます。

年1回開催予定。詳細は広報とよはしをご覧ください。 長寿介護課
☎51-2338

開催日・開催場所 問合せ先

援 講支護介族家 座

同じ立場の家族同士で悩みを共有したり、講師や介護経験者からアドバイスを受けることができます。
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